
2024年1月24日
公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構

（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構が運営する「ふくしま12市町村移住支援センタ

ー」は福島12市町村の現状と移住地としての魅力を広く伝えるため、2023年秋に放送した福島12市町村

を舞台としたテレビドラマで主演を務めた本郷奏多さんを起用し、“ふくしま12市町村への移住”をキーワ

ードに現地を巡るドキュメントムービーを作成しました。その発表の場として『ふくしま12市町村 移住

PRイベント』を1月24日(水)に開催しました。
※「福島12市町村」とは福島第一原子力発電所の事故により、避難指示等の対象となった田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、

富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村を指します。

報道関係者各位

<イベントレポート>

ナビゲーターの本郷奏多さんが、
「移住の魅力を知り、新しい人生を考えるきっかけになってもらえたら」と移住促進への期待を語る

ドラマ『姪のメイ』の撮影地である福島12市町村にドラマ撮影を含め

、度々訪れている本郷奏多さん。「移住というものを知り、すごく素敵

なことだと思いました。今日は多くの方に移住の魅力を知って、新しい

人生を考えるきっかけになってもらえたらと思っています」とナビゲー

ターを務めたことから移住促進への期待を語っていただきました。

「ふくしま12市町村 移住PRイベント」イベントレポート

俳優・本郷奏多さんご登壇！

本郷さんが現地を訪れ、取材を行ったドキュメントムービーをお披露目！

福島で移住定住するなら「大好きなものなので、ロボット開発に挑戦してみたい」

イベントの冒頭では、ふくしま12 市町村移住支援センター センター長 藤沢烈より、「ふくしま 12 市
町村」の移住の現状について説明。次に、本郷奏多さんをお招きし、移住を軸に“先輩移住者” “グルメ” “
先端技術” の3つのテーマで制作したドキュメントムービーのダイジェスト版をお披露目しました。その
後のトークセッションでは、動画に出演する先輩移住者の方と一緒に動画を振り返りながら、本郷さん
に今回の旅で出会った人たちを通して感じた、同地域の魅力などについてお話しいただきました。



本郷さんが振り返る、ふくしま12市町村での思い出
「実際に移住を決めた方々のお話から、パワーをもらえた」

トークセッションは、福島12市町村にまつわるトークを本郷さん、セ

ンター長の藤沢、先輩移住者 松野和志さん 美帆さんご夫妻が登壇をし

て、実施。

ふくしま12市町村を取材して印象深かったことを聞かれた本郷さんは
、「移住を決めて住んでいる方から話を聞き、皆さんとても力強いと感
じました。明確な意思を持っていて、パワーをもらえました。松野さん
ご夫婦に20か所も移住先を比較して福島12市町村を決めたという話を
聞いた際は、それだけ福島12市町村が素敵な場所なんだなと思いました
し、大自然の中で家族で過ごすビジョンを思い浮かべたら、うらやまし
くなりました。あの大自然の中で、子供をのびのびと育てられたらとて
も素敵だと思います。」と撮影を振り返りながら語りました。

その後、移住を決めたきっかけを聞かれた移住者の松野さんご夫婦は

、「将来の子育て環境への興味から移住を考えはじめ、20か所ほどの移

住セミナーを聞いて、福島県南相馬市に決めました。移住検討者が使え

る交通費制度を使い、何度か南相馬市へ足を運びました。暮らしのイメ

ージをしやすく、現地の方との交流で移住前から友達ができたのは大き

かったです」と回答。現地の方とのつながりも移住の決め手になったと

答え、福島の魅力について移住者ならではの視点で深堀りました。

「ロボットが大好きなので、ロボット開発に励みたい」
本郷さんがふくしま12市町村でチャレンジしたいことを公言！

“移住定住している方々への取材を通して感じた、「ふくしま12

市町村」の魅力を一言で表すなら”との問いかけに対して本郷さん

は「好きを見つけて実現できる町」とフリップで回答。「漁師さん

や牧場の方、ロボット開発に携わる方など、皆さんがそれぞれ大好

きなことにイキイキと取り組むところが、キラキラして見えました

。皆さんがそれぞれ好きなことを実現されている、素敵なまちだと

思います」と福島の魅力を語りました。

また、本郷さん自身がふくしま12市町村でチャレンジしたいこと
を尋ねられると、「ロボット開発」と回答。「昔からロボットアニ
メやプラモデルなど、ロボット系が大好き。福島のロボットテスト
フィールドには、ここにしかない設備があるという話を聞き、実験
環境が充実していると思いました。時間を忘れて黙々と進める作業
も好きなので、ロボット開発に励みたいです」とチャレンジしてい
る自分を想像し、目を輝かせながらコメントしました。

それに対して、藤沢センター長は「福島12市町村では、新しい産業

を作っていこうという取り組みを、イノベーションコースト構想と

いう言い方をしています。ロボットやドローンなど先端技術が学べ

るとともに、多くの研究者などがこの地域に移住してきています」

と、ロボット関連の取り組みを紹介しました。



＜ドキュメントムービーについて＞

ふくしま12市町村移住支援センターは、福島第一原子力発電所の事故により避
難指示等の対象となった12市町村※への移住・定住を促進するため、2021年7
月1日に設置されました。広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の
支援等を行っています。
https://mirai-work.life/

＜（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構 ふくしま12市町村移住支援センター＞

ふくしま12市町村の移住をテーマに“先輩移住者”、 “グルメ”、“先端
技術” の3つのジャンルで制作したドキュメントムービーを1月24日（
水）11:00に公開しました。1つ目の先輩移住者編では、移住してカフ
ェを開業するご夫婦に移住を考えたきっかけや活用した支援制度につ
いてお話いただき、2つ目のんめー12市町村編では、新鮮な“常磐もの
”やブランド羊肉などのふくしま12のグルメを紹介します。3つ目の先
端技術編では、ふくしま12で研究・開発を行っている“人機一体”さん
を訪問し、ふくしま12市町村の地で研究を続けるメリットなどを語っ
ていただきました。

本編視聴URL：
『先輩移住者編』https://youtu.be/C7f8Amj62AI
『んめー12市町村編』https://youtu.be/7YZNifeuWbA
『先端技術編』https://youtu.be/jewhQsQJNlk
※1月24日（水）11:00公開

YouTubeチャンネル「福島イノベ機構」： https://www.youtube.com/@fukushimainnov
ふくしま12市町村移住PRイベントページ：https://mirai-work.life/lp/pr-event2024

＜イベント概要＞
■タイトル  ：ふくしま12市町村移住PRイベント

■日時  ：2024年1月24日(水)11:00～11:40

■場所  ：SHIBUYA QWS

  ［東京都渋谷区渋谷二丁目24番12号 渋谷スクランブルスクエア（東棟）15階］

■登壇者  ：ふくしま12市町村移住支援センター センター長 藤沢烈

 先輩移住者 松野和志さん 美帆さんご夫妻

■ゲスト  ：本郷奏多さん

※福島12市町村とは福島第一原子力発電所の事故により、避難指示等の対象となった田村市、南相馬市、川俣
町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村を指します。

本郷さん「福島12市町村自体も、そこに住む皆さんの人柄も、素敵な場所」
本郷さん・センター長・先輩移住者からメッセージ

最後に、動画を視聴してくれる方に向けて本郷さんは、「僕自身、移住を真剣に考える機会をいた
だき、すごく素敵だと思いました。福島12市町村の魅力もそうですし、皆さんの人柄もよくて素敵な
場所だと感じました。動画を見て、少しでも移住を考えたり、新しい人生のきっかけになればうれし
いです」とメッセージを送りました。
続いて、藤沢センター長は移住を検討している人に向けて「移住を決めた方に理由を聞くと、地域の
人との相性が良かったからという人が多いんです。制度そのものというよりは、制度を通じて足を運
び、友達ができて移り住むという方もいます。動画を見て実際に足を運んでいただければ、素敵な人
たちとも出会えるので、ぜひこれを機に考えてほしいです」とコメントし、最後に移住者の松野さん
ご夫婦から「自分軸で生きている人が多いのが福島12市町村の特徴です。これからのキャリアを考え
る人も、福島12市町村を舞台の一つにに考えてほしいです。」と話し、会を締めくくりました。
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https://www.youtube.com/@fukushimainnov
https://mirai-work.life/lp/pr-event2024

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

